
　主催者あいさつに立った厚労省の坪井
宏徳氏は冒頭，「長時間労働を前提とす
る現状を変え，育児や介護を行ってい
る医師でも能力を最大限発揮できる社
会にすることがより良い医療提供につ
ながる」と働き方改革の重要性を強調。
医学生のうちから働き方改革の趣旨と
目的，労働法を学ぶことは学生のその後
のキャリア選択にも役立つと言及し，
本シンポジウムを参考に講義がさらに
広く実施される事への期待を述べた。
　では，実際に医学部ではどのような講
義が行われているのか。医学生が卒業
時までに身につけておくべき必須の実
践的能力に関する学修目標等を示した
「医学教育モデル・コア・カリキュラム
令和 4年度改訂版」の中から，働き方
改革に関連する学修目標を堀岡伸彦氏
（文科省）が抜粋して解説。その後，講義
事例の紹介が行われた。各大学で行わ
れた講義は医師が実際に働いてきた経
験を踏まえて講演を行う第一部と，弁護
士が労働基準法などの知っておくべき
法令に関する講義を行う第二部の二部
構成になっている。まず第一部の講義
事例を関西医大，徳島大，宮崎大での講
義を担当した河野恵美子氏（大阪医薬
大）と大分大，岐阜大での講義を担当し
た神村裕子氏（日本医師会）が紹介した。
　河野氏は，具体的な講義の流れを示し
た上で，学生に興味を持たせるために自
身が実践した工夫として，女性外科医で
ある自身の具体的な働き方とキャリア
を等身大で紹介することと，過労死事例
を本人・家族の思いに重きを置いて紹
介していることを挙げた。講義実施後
に行われるアンケート調査では，学生
の約 9割が「有意義だった」と回答して
おり，確かな手応えを得たと話した。
　一方の神村氏は，過重労働が心身に
与える影響への理解を深めさせるた
め，過去の過労死事例の振り返りを講
義の導入として行うと話す。これは働
き方改革に至るまでの道のりを知り，

研修医・医師も労働者として労働法に
守られ，また労働法を遵守すべき立場
であるとの認識を深めさせるためであ
る。加えて，ワークライフバランスと
うつ病スコアの関係性を示したデータ
を提示することで，働き方改革が労働
時間の短縮のみならず，精神的負担を
改善する手段でもあることを意識して
ほしいと言う。氏は「自分の働き方を
考えるだけでなく，共に働く多職種の
働き方の配慮へもつなげてほしい」と
講義に込めた学生への期待を語った。
　第二部の事例紹介を行ったのは，関西
医大，徳島大，三重大，宮崎大で講義を
担当した弁護士の前川宙貴氏（天満法
律事務所）。法令になじみのない学生
に対する労働法の説明に当たっては，
「基礎や重要事項のみに講義内容を厳
選すると良い」と言う。堅苦しい法令
の講義ではなく，働くに当たって必要
なルールを説明する講義として学生が
とらえられるよう，働き方と医療安全
の関係を示すデータを入れ，自分事と
して興味をひく仕掛けづくりを心掛け
たと解説。また，より詳しく学びたい
学生に向けて詳細な説明を記した参考
資料をつける，自身の工夫を述べた。
　続いて，前川氏を司会に，河野氏，
神村氏，木戸道子氏（日本赤十字社医
療センター）によるパネルディスカッ
ションが行われた。若手医師に対する
制度の周知が不十分であるという課題
に対し，医師の立場から岐阜大，山形大
で第一部の講義を担当してきた木戸氏
は，「若手医師には日常的に顔が見え
る関係性からの発信がより効果的であ
る」と述べ，若手と身近な医療者から
の口頭説明で情報を提供し，興味を持
った若手にはWeb上でさらに詳しい
説明を用意する，という 2段階での情
報提供を提案した。同課題に対し河野
氏は，若手医師への情報発信をより強
化するため，今後は事業の対象を研修
医まで広げていきたいと意欲を語った。

医学部等における労働法教育を考えるシンポジウム開催
　医師の働き方改革として，2024年度から時間外労働時間の上限規制が適用される。
制度の開始を間近に控える中，医師の働き方改革を進めるには医学生や若手医師に働き
方改革の趣旨や関連する法令の知識などを周知することが重要であるという考えの下，
厚労省では医学生に労働法教育を行う大学医学部に向けて「労働法教育に関する支援対策
事業」（以下，本事業）を 2020年度より実施してきた。本事業では講義の実施方法・内容の
参考になる指導者用教材の作成・配布や，ニーズに応じた講師派遣・講義企画・資料提供
等の支援に取り組む。本紙では，本事業の一環として 2023年 2月 22日にオンラインに
て開催された「医学部等における労働法教育を考えるシンポジウム」の模様を報告する。
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　ICL（Visian ICL：STAAR Surgical社）
は，1997年に CEマークを取得し，
2010年 2月に日本で初めて薬事承認
を得た有水晶体眼内レンズで，現在で
はおよそ 70か国で使
用されています。現在
使用されている最新モ
デルは，清水公也教授
（国際医療福祉大）が
考案した光学部中心に
極小の貫通孔のある
ICL KS-AquaPORT ®

（2011年 CEマーク取
得，2014年に国内薬
事承認）をベースにレ
ンズ全体の大きさを変
えずに有効光学径を拡
大 し た EVO＋ Visian 
ICL ® で す。ICL KS-
AquaPORT ® のレンズ
は中央に 0.36　mm の
貫通孔を開けたことにより，視機能へ
の影響はなく，かつ LI（レーザー虹
彩切開術）や PI（周辺虹彩切除術）
をせずとも，房水循環の維持を可能と
し，従来型での問題であった術後合併
症である白内障の発症を限りなく低減
させました。この，日本発の画期的な
アイデアがイノベーションを起こし，
世界中に広まったことは，同じ日本人
として非常に誇らしく，これを考案さ
れた清水先生には改めて敬仰します。
　さて，本書は本邦初の ICL手術の
教科書です。編集は，ICL KS-Aqua-
PORT ®の考案者である清水先生と，
その下で共に長年にわたり ICL手術
に関するデータを世界に発信され，エ

ビデンスを積み上げてこられた神谷和
孝先生（北里大）で，執筆者には ICL
の臨床経験が豊富なエキスパートの先
生方が名を連ねられています。

　本書では，歴史，適
応，手術手技，コツ，
合併症への対処など，
ICL手術に関する全て
がわかりやすく解説さ
れています。手術手技
の教科書にありがちな
術者の経験談の披露に
終わらず，論文化され
たエビデンスに基づく
記載がなされているこ
とも本書の特徴といえ
ます。さらに秀逸なの
は，各手技の動画を閲
覧できることです。や
はり手術手技の習得は
「百聞は一見にしかず」

であり，模範的な手技を閲覧できるこ
とは何にも代えがたいものです。
　神谷先生，清水先生は，この本の編
集（神谷先生は，本書の大部分の執筆
にもあたっていらっしゃいます）にあ
たり，内容を取捨選択され，的確かつ
端的なものとすべく，膨大な時間を費
やされたことと思います。数々の要職
をお務めになりながら，この本を完成
された能力と熱意に心より敬意を表し
ます。
　これから ICL手術を始める初心者
からすでに多数例を経験している術者
まで，ICLの教科書としてはこれ一択，
ぜひ手元においていただきたいと思い
ます。

●お願い―読者の皆様へ
　弊紙へのお問い合わせ等は，お手数ですが直接下記担当者までご連絡ください。
記事内容に関する件
　☎（03）3817-5694・5695／FAX（03）3815-7850　「週刊医学界新聞」編集室へ
送付先（住所・所属・宛名）変更および中止
　FAX（03）3815-6330　医学書院出版総務課へ
書籍のお問い合わせ・ご注文
　お問い合わせは☎（03）3817-5650／FAX（03）3815-7804　医学書院販売・PR部へ
　ご注文につきましては，最寄りの医学書院特約店ほか医書取扱店にて承って
おります。

ICL手術の教科書は
本書一択！
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